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研究実績 

の概要 

わが国では、アレルギー疾患を有する者が増加し、国民の２人に１人が何らかのアレル

ギー疾患を有していると言われている。炎症性脂質メディエーターであるロイコトリエン

やプロスタグランジンは、アレルギー疾患や炎症の増悪化に関与する。そのため、炎症性

脂質メディエーターの合成を制御することができれば、これらの病態を制御できると考え

られる。私たちは、これらのメディエーターの合成に関わる酵素をターゲットに研究を進

めている。 

 これまでの研究において、熱帯果樹の１つであるチェリー・オブ・ザ・リオ・グランデ

の葉にロイコトリエンの合成に関わる酵素である 5-リポキシゲナーゼのはたらきを制御

できる複数の有効成分が含まれていることが示唆され、これらの有効成分の単離方法を検

討してきた。本研究では、これらの有効成分を単離・同定することを目的とした。 

 

チェリー・オブ・ザ・リオ・グランデ葉の 80%エタノール抽出物を各種溶媒を使って分配

し、5-リポキシゲナーゼ阻害成分を含む画分を得た。この画分を、薄層クロマトグラフィ

ーで分析し、得られたスポット（画分①、画分②、画分③）について 5-リポキシゲナーゼ

活性への影響を確認したところ、いずれのスポットも濃度依存的な 5-リポキシゲナーゼ

活性の阻害効果を示した。まず、これら3画分のうち画分②に含まれる阻害成分を明らか

にするために、逆相 HPLC で 3つの画分②a、画分②b、画分②cに分画し、5-リポキシゲ

ナーゼ活性の阻害効果を検討したところ、いずれの画分も濃度依存的な 5-リポキシゲナ

ーゼ活性の阻害効果を示した。画分②aおよび画分②cについて、それぞれ逆相 HPLCを用

いて再度分画し、5-リポキシゲナーゼ活性に対する阻害効果を指標に、阻害画分を得た。

画分②c については、阻害画分に含まれる阻害成分を同定できなかった。一方、画分②b

に含まれる阻害成分は逆相 HPLCおよび各種スペクトル解析の結果、(-)-エピカテキンで

あることが分かった。また、画分②aに含まれるおもな阻害成分は逆相 HPLC分析の結果、

(-)-カテキンであることが示唆された。 

 

※ 次ページに続く 
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図 逆相HPLCによるカテキン類の分析 
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